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大 規 模 集 団 転 作 に お け る コ ム ギ 立 枯 病 発 生 の 実 態
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1  1ま  し め に

水田転作の定着化に伴い,大規模な集団転作では麦類の

連作力続 き,このため種々の障害の発生が問題化している。

昭和60年産小麦では出穂期ころからコムギ立枯病の症状

が顕著となり,その被害が心配された。このため岩手県南

部の小麦転作集団において,この病害による小麦の生育収

量と外観的品質に対する影響を調査し,その被害の実態を

明らかにしようとした。

2調 査 方 法

(1)被害程度と穂の収量構成要素に対する影響

6月 18日に外観的被害をその程度別に各25本をマークし,

成熟期に分解調査した。

調査場所 キタカミコムギ 和賀町後藤野 ,ナ ンプコム
ギ 江刺市柏原
●)発病程度と生育・ 収量
調査場所 和賀町後藤野,調査面積  1区 1鷲 ,

調査月日 7月 8日
(3)発生状況の実態

調査圃場数 和賀町後藤野 68筆 ,江束1市柏原,10筆
(キ タカミコムギ 20筆 ,ナ ンブコムギ 58筆 )

3調 査 結 果

(1)被害程度と穂の収量構成要素に対する影響

登熟中期に被害程度別にマークし,成熟期に影響を調査

した。マークした主な症状は,短稗化,分けつ数の減少 ,

葉及び揮の黄化又は枯死,地ぎわ部及び根の黒変 ,穂色の

変化,穂先の不稔などであった。

穂の収量構成要素に対する影響は,表 1の各調査項目で

見られたが,小穂数,小穂当たり稔実粒数には比較的影響

が小さく,登熟不良による整粒 (粒厚 2謳以上 )の減少と

粒重の低下が一穂収量低下の主な要因であった。

品種別にはナンプコムギよリキタカミコムギで影響が大

きく,後者の一穂収量は健全な穂にくらべ,被害程度微～

少では40%,中が57%,大～甚では86%の減少であった。

表 1 被害の程度と穂の収量構成要素に対する影響
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表 2 10穂当たり被害程度別,節目別子実粒数 ,
重さ

また,整粒の粒厚別分布は表 2の とおりで,被害程度に

対応して小粒化するとともに,同 じ飾目に残ったものでも

被害の大きいものほど開溝粒やしわ粒が多く,平均粒重が

小さくなっている。

(" 発病程度と生育収量

発病程度無～微にくらべ少発生以上の稗長,穂長はおよ

そ5～ 20%短くなり,面積当たり穂数は少程度の発生では

影響が見られないが ,中発生で 5%,多が 8%,甚では40
%減少した。精子実収量は無～微の発生程度が343′ /″
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であるのに対して,少発生で29%,中46%,多 70%で ,甚  被害が小さかった。しかし,水 もちの良くない圃場での不
では
'4%の
減収となり,屑粒歩合の著しい増加と,千粒重  充分な代かき湛水処理が逆に発生を拡大している傾向が見

の低下が目立った。                    られたことは特徴的であった。

表 5 連作年数別被害程度表 3 発病程度と生育 収量
連 作 年 数 7作 目 5作 目 4作 目

平均被害程度 157 0

注.調査圃場数7作目49筆 ,5作目4筆 ,4作目15筆。
被害程度の表わし方は表4と 同じ。

表 6 7年連作圃場における条件 (前歴 )別被害
敵

注_品種 キタカミコムギ

0)被害発生状況の実態
小麦を 4～ 7年連作している転作集団について,この病

害発生の広がりを観察により調査した結果,表 4のように

調査全圃場では,発生無し又はごく軽い発生の圃場が50%,

発生少～中の圃場が43%,ほ とんど収穫皆無とみられる圃

場が 3%認められた。

表 4 被害程度別圃場数割合 (%) (全圃場78筆 )

注 被害程度=〔 被害面積率 (%)×被害級数/300〕 X100
被害級数 :無 0,小 -1,中 -2,大 -3

今回の調査では,5年以下の連作では発生力沙 なく, 7
年連作圃場で被害が大きかったが,圃場の前歴によっても

その程度が異なり,代かき湛水処理や客上を施した圃場で

注.湛水処理昭和58年小麦休閑期。
スダックス鋤込昭和57年。

4 ま  と  め

(1)こ の病害による1穂の収量構成要素に対する主な影

響は,稔実不良による整粒の減少と,粒重の低下であった。
また,開溝粒 ,しわ粒など外観的品質の低下も大きい。
{2)中 |‖又量は, 被害無しに対して少発生で29%,

中発生46%,多の発生では,0%の減収であった。
●)調査圃場の50%に程度少以上の発生が見られ,う ち
7%は収量に大きく影響する多～甚の発生であった。
●)arF 7年 目の圃場で被害が大きいが,4竣休閑期に
代かき湛水処理 した目場は発生力沙 なかった。
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